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おはようございます。 

「1 月往ぬる、2 月逃げる、3 月去る」この言葉を聞いたことはありますか。分かりやすく

言い換えると「1 月は行く、2 月は逃げる、3 月は去る」になります。 

これは 1 月から 3 月までは、お正月や成人の日、節分など行事が多いため、時間の流れが

早く、毎日があっという間に過ぎていくことを喩えた言葉です。学校も、ついこの前、体育

館に集まって 3 学期の始業式をしたと思っていたら、来週は 3 月に入ります。3 年生の卒業

式はもう目の前に迫っています。 

私は、今、この言葉の意味を実感しています。皆さんはどうですか。 

1、2 年生と 3 年生が一緒に過ごせる時間はあとわずかです。また、3 年生は 3 年間一緒に

過ごしてきた同級生とこの学校で共にできる時間もあとわずかです。一人一人が限りある時

間を、1 日、1 時間、1 分をこれまで以上に大切に使って、笑顔で、温かく、優しい気持ちで

過ごしてほしいと思います。 

 

さて、少し中身は変わりますが、時間に関する話をします。 

昨年、生徒総会で各学級や委員会から出された提案に対し、11 月の生徒集会で皆さんに

回答がありました。回答の前に私が「学校はこれから社会に出ていく皆さんが、社会人とし

て自立した生活をするために必要なことを学ぶ場所なので、自分達の考えたことなら何でも

行ってよいと言う訳ではありません」と話しました。覚えていますか。 

その時の回答の中に、「現在検討中です。検討が終わり次第お知らせします。」と伝えてい

たことがあります。それは、「昼休みを長くしてほしい」でした。 

 

現在、給食と昼休みの時間は 12 時 20 分から 13 時 10 分までの 50 分間です。 

他の学校などの昼休みも調べてみました。 

「北九州高等学園 50 分」「博多高等学園 40 分」「清水高等学園 40 分」「武蔵台高校 45 分」

「本校の先生（公務員）45 分」でした。 

いかがですか。本校は、決して短い訳ではありませんでした。将来、就職したときに食事

と休憩をとる時間の練習のためには、40 分から 50 分は適切な時間だと考えます。 

しかし、延長を提案したのが 9 クラスと 2 つの委員会からという多数であったので、皆さ

んが困っているのだと思いました。また、給食の時、校舎から食堂のある寄宿舎まで移動し

なければならないことも、時間が足りない原因なのではと考えました。 

検討の結果、4 月から給食と昼休みの時間を 5 分伸ばして 55 分にすることにしました。 

そこで、皆さんに考えて欲しいことがあります。 

2 年生、3 年生は社会科の授業で「社会参加ときまり～日本国憲法と基本的人権～」につ

いて学習したと思います。その中で、「どんなときでも自由は、認められるわけではない。



公共の福祉に反する時（他人に迷惑をかける時）は認められない。」と学びましたね。 

学校のきまりも同じです。5 分長くなったので、給食後の歯磨きを丁寧に行い、気持ちに

ゆとりをもって 5 時間目の準備をするために使ってほしいと思います。ゆっくりしすぎて 5

時間目の授業に間に合わないようなことになるならば、延ばした意味がありません。その時

は、元に戻すことがあるかもしれません。また、今後、学校全体の日課を検討する時には、

改めて昼休みの時間も見直さなければならないので覚えておいてください。 

まずは、限られた時間を大切に使い、学校や寄宿舎で決められた時間を守ることができる

ように心がけてほしいと思います。 
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